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ワクチン接種と乳幼児の突然死に関する疫学調査                      

１．研究の対象 

乳幼児突然死症候群の可能性がある乳幼児、及び原因不明の突発性危急事態を認

めた乳幼児 

 

２．研究目的・方法 

ワクチン接種と乳幼児の突然死との関連性を調査する 

 

３． 研究に用いる試料・情報の種類 

カルテ情報：診断名、年齢、性別、身体所見、ワクチン接種歴 

両親の喫煙歴 等 

 

４．外部への試料・情報の提供 

情報は国立感染症研究所 感染症情報センターへ提出する。 

 

データセンターへのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状

態で行います。対応表は、当院の研究責任者が保管・管理します。 

 

５．研究組織 

全国救急医療機関、小児医療機関 等 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの

代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先まで

お申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

 照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

研究責任者： 

川崎市立川崎病院 小児科    

 楢林 敦 

〒210-0013 川崎市川崎区新川通 12-1  

    TEL 044-233-5521（代） 
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研究代表者 

多屋 馨子  国立感染症研究所 感染症情報センター 


